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　平成26年第４回村議会定例会は12月11日招集さ
れ、議長の諸般報告、村長の行政報告が行われ、引き
続き村政に対し議員１人が一般質問を行いました。
　その後、平成25年度の全会計決算を、決算審査
特別委員会審査報告のとおり認定し、続いて総務
社会・産業建設の各常任委員長から、所管事務調
査について報告がありました。そのほか、報告１
件を受け、議案10件を何れも原案のとおり可決、
閉会中の継続調査１件を決定し、閉会しました。

▲行政報告する藤澤村長

12
・
11

平
成
23
年
と
平
成
26
年
の
２
カ

年
分
に
係
る
源
泉
所
得
税
に
つ
い

て
、
合
計
44
万
７
６
５
１
円
の
徴

収
漏
れ
が
あ
っ
た
こ
と
を
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

徴
収
漏
れ
を
起
こ
し
た
原
因
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
村
の
業
務
委

託
に
お
い
て
、
受
注
者
が
個
人
事

業
者
の
場
合
、
源
泉
所
得
税
の
徴

収
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
徴
収

の
必
要
の
な
い
法
人
と
誤
認
し
た

た
め
徴
収
漏
れ
を
起
こ
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

内
容
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
固

定
資
産
税
は
３
年
毎
に
土
地
等
の

課
税
評
価
額
の
評
価
替
を
行
い
ま

藤 澤　  克　村長

行政報告

い
ま
す
が
、
10
月
７
日
に
開
催
さ

れ
た
第
11
回
弁
論
準
備
手
続
き
に

お
い
て
、
裁
判
官
か
ら
示
さ
れ
た

和
解
勧
試
に
対
し
、
被
告
よ
り
応

諾
し
な
い
旨
の
回
答
が
示
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
10
月
28
日
、
第
12
回

弁
論
準
備
手
続
き
が
、
代
理
人
の

ほ
か
被
告
本
人
も
出
頭
の
う
え
開

催
さ
れ
、
原
告
の
主
張
す
る
不
法

行
為
ま
た
は
取
締
役
の
任
務
懈け

怠た
い

行
為
の
構
成
、
故
意
な
い
し
過
失

の
有
無
を
基
礎
付
け
る
間
接
事
実

に
関
す
る
、
当
事
者
の
主
張
の
要

旨
な
ど
に
関
し
て
、
主
張
・
争
点

整
理
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
12
月
２

日
開
催
の
証
人
尋
問
に
係
る
尋
問

対
象
者
、
尋
問
の
順
序
・
時
間
な

ど
が
協
議
さ
れ
、
原
告
側
か
ら
村

長
で
あ
る
私
、
藤
澤
本
人
、
被
告

側
か
ら
被
告
本
人
佐
藤
氏
の
ほ
か
、

元
従
業
員
１
名
に
対
し
て
証
人
尋

問
を
行
う
こ
と
と
し
て
決
定
し
ま

し
た
。

去
る
12
月
２
日
、
午
後
１
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
札
幌
地

方
裁
判
所
法
廷
に
お
き
ま
し
て
、

双
方
の
弁
護
士
に
よ
る
主
尋
問
・

反
対
尋
問
及
び
、
裁
判
官
か
ら
の

補
足
尋
問
を
元
従
業
員
・
原
告
・

被
告
の
順
で
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

裁
判
官
よ
り
平
成
27
年
１
月
15
日

午
後
１
時
10
分
に
判
決
を
申
し
渡

す
が
、
こ
れ
に
係
り
ま
す
標
準
宅

地
鑑
定
評
価
業
務
を
専
門
業
者
に

委
託
し
て
お
り
、
本
委
託
業
務
の

受
注
業
者
を
法
人
と
誤
認
し
、
源

泉
所
得
税
の
徴
収
漏
れ
が
生
じ
た

次
第
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
徴
収
漏
れ
と
な
っ
た
源

泉
所
得
税
額
44
万
７
６
５
１
円
に

つ
き
ま
し
て
は
、
業
者
が
村
へ
返

納
す
る
こ
と
と
し
、
本
村
負
担
分

と
な
り
ま
す
徴
収
漏
れ
で
生
じ
ま

し
た
延
滞
税
等
３
万
４
４
０
０
円

を
合
わ
せ
た
48
万
２
０
５
１
円
に

つ
い
て
、
村
が
倶
知
安
税
務
署
へ

納
付
す
る
こ
と
と
し
て
、
本
年
11

月
５
日
に
事
務
手
続
き
を
終
了
し

て
お
り
ま
す
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な

い
よ
う
、
再
発
防
止
に
向
け
税
務

署
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
職
員
の

資
質
向
上
に
努
め
、
源
泉
徴
収
制

度
の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り
ま
す
と

と
も
に
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

議
会
議
員
皆
様
に
は
、
10
月
８

日
付
け
に
て
書
面
に
よ
り
既
に
報

告
を
終
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

源
泉
所
得
税
徴
収
漏
れ

定例会 2014

4

佐
藤
伴
則
氏
に
対
す
る

損
害
賠
償
請
求
訴
訟
の

提
起
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し
す
る
旨
、
通
告
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
５
月
28
日
、
訴
訟
提

起
以
来
１
年
７
カ
月
を
要
す
る
時

間
を
経
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
判
決
を
受
け
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
こ
と
、
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
判
決
内
容
の
評
価
・
是

非
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
め
て

ご
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

本
年
度
の
福
祉
灯
油
助
成
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
１
世
帯
当

た
り
、
基
準
日
で
あ
り
ま
す
12

月
１
日
の
灯
油
単
価
１
０
１
円

で
、
１
０
０
㍑
相
当
分
と
し
て

１
万
５
０
０
円
の
福
祉
灯
油
購
入

限
定
商
品
券
を
支
給
す
る
こ
と
と

し
、
12
月
16
日
よ
り
配
付
い
た
し

ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
の
申
請
件
数
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
10
月
16
日
に

チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
に
よ
り
事
業

周
知
し
、
11
月
11
日
の
締
切
ま
で

に
１
６
６
件
の
申
請
が
あ
り
、
条

件
等
を
審
査
し
た
結
果
、
該
当
世

帯
が
１
５
８
世
帯
、
該
当
に
な
ら

な
い
世
帯
が
８
世
帯
ご
ざ
い
ま
し

た
。

該
当
世
帯
の
内
訳
に
つ
き
ま
し

て
は
、
障
害
者
世
帯
11
世
帯
を
含

み
ま
す
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

１
５
２
世
帯
、
障
害
者
世
帯
１
世

帯
を
含
み
ま
す
ひ
と
り
親
世
帯
６

世
帯
の
合
計
１
５
８
世
帯
で
あ
り

ま
す
。

な
お
、
該
当
と
な
ら
な
か
っ
た

世
帯
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
請
世

帯
が
課
税
世
帯
で
あ
っ
た
世
帯
が

３
世
帯
、
村
税
等
滞
納
世
帯
が
３

世
帯
、
申
請
取
消
し
の
世
帯
が
１

世
帯
、
死
亡
世
帯
が
１
世
帯
の
計

８
世
帯
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
併

せ
て
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。10

月
15
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

北
海
道
防
災
総
合
訓
練
に
つ
い

て
、
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
訓
練
の
想
定
と
い
た
し
ま
し

て
、
北
海
道
南
西
沖
を
震
源
と
す

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
８
の
地

震
に
よ
り
、
大
津
波
警
報
が
発
令

と
い
う
こ
と
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

避
難
訓
練
等
の
会
場
を
、
役
場

か
ら
原
歌
地
区
ま
で
の
間
を
メ
イ

ン
会
場
と
し
ま
し
て
、
原
歌
地
区

会
、
小
学
校
、
中
学
校
、
保
育
所

の
４
団
体
１
７
４
名
余
り
の
方
々

に
参
加
い
た
だ
き
避
難
訓
練
を
行

い
、
千
走
山
村
広
場
に
お
い
て
は
、

ヘ
リ
等
を
使
用
し
た
大
規
模
な
救

出
・
救
助
訓
練
、
永
豊
漁
港
で
は
、

巡
視
船
か
ら
の
物
資
輸
送
訓
練
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
防
災
総
合
訓
練
を
通
じ
、

避
難
訓
練
に
参
加
さ
れ
た
方
々
か

ら
、
様
々
な
課
題
や
問
題
点
が
提

示
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

貴
重
な
ご
意
見
等
を
参
考
に
「
島

牧
村
地
域
防
災
計
画
」
の
修
正
、

「
避
難
勧
告
等
の
判
断
基
準
」
の

見
直
し
な
ど
を
行
い
、
併
せ
て
全

戸
配
布
し
て
お
り
ま
す
「
防
災
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
」
も
修
正
し
た
う
え

で
、
改
め
て
配
布
し
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
避
難
箇
所
等
へ
ロ
ー
プ

等
の
設
備
を
設
置
す
る
な
ど
、
手

の
付
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
順
次
、

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
各
地
区
会
で
の
防
災

総
合
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
自
主
防

災
組
織
の
育
成
・
強
化
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
地
域
防
災
力
の
向

上
を
図
る
観
点
か
ら
も
、
組
織
の

結
成
に
向
け
て
の
支
援
、
活
動
に

対
す
る
助
成
を
行
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
こ
と
申
し

添
え
、
報
告
い
た
し
ま
す
。

村
民
皆
様
と
の
協
働
の
支
え
合

い
に
よ
る
村
づ
く
り
の
一
つ
と
い

た
し
ま
し
て
、
毎
年
実
施
し
て
お

り
ま
す
村
づ
く
り
懇
談
会
に
つ
き

ま
し
て
、
本
年
度
は
10
月
14
日
か

ら
11
月
７
日
に
か
け
て
９
地
区
で

開
催
し
、
延
べ
54
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

村
か
ら
の
情
報
提
供
と
い
た
し

ま
し
て
、
国
が
発
表
し
た
日
本
海

に
お
け
る
大
規
模
地
震
が
発
生
し

た
際
の
最
大
津
波
高
の
状
況
、
ま

た
、
日
本
創
生
会
議
が
発
表
し
た

人
口
減
少
問
題
な
ど
を
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

村
民
皆
様
か
ら
は
、
津
波
が
発

生
し
た
場
合
の
避
難
対
策
な
ど
、

様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た

貴
重
な
ご
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
津
波
避
難
計
画
」
や
「
津
波
防

災
ま
ち
づ
く
り
」
に
反
映
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
積
極
的
に
行
政
情
報
を

提
供
し
、
村
民
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
ご
提
案
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
よ
り
、
長
野
県
で
主
に
レ

ス
キ
ュ
ー
事
業
、
災
害
支
援
活
動

事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
エ
ア
ー
レ
ス

キ
ュ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
理
事
長
と
、

ニ
セ
コ
町
で
ツ
ア
ー
ビ
ジ
ネ
ス
等

を
展
開
す
る
事
業
者
が
来
庁
い
た

し
ま
し
て
、
狩
場
山
で
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
ま
た
は
雪
上
車
に
よ
る
ス

キ
ー
ツ
ア
ー
事
業
を
展
開
し
た
い

旨
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

福
祉
灯
油
助
成
事
業
の

実
施
状
況

村
づ
く
り
懇
談
会
の

開
催
状
況

北
海
道
防
災
総
合
訓
練

狩
場
山
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

◀
小
学
校
裏
山
へ
の
避
難
訓
練
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▼
25
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定

▼
25
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

▼
25
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

決
算
認
定

審議

議案

した

▼
25
年
度
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定

▼
25
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

▼
25
年
度
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
　
以
上
６
件
の
決
算
認
定
に
つ
い

て
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
佐
藤

清
司
委
員
長
が
審
査
結
果
を
報
告
。

委
員
長
報
告
の
後
、
会
計
ご
と
に

採
決
し
た
結
果
、
何
れ
も
認
定
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

▼
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
５
６
８
万

５
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

27
億
３
０
５
９
万
２
千
円
と
す
る

も
の
。

歳
入
の
主
な
も
の

・�

社
会
保
障
、
税
番
号
制
度
シ
ス

テ
ム
整
備
国
庫
補
助
金

�

４
５
７
万
円
追
加

・�

経
営
林
道
賀
老
線
等
整
備
事
業

道
補
助
金

�

２
９
１
万
８
千
円
減
額

・�

指
定
寄
附
金
（
㈱
吉
本
組
）　

�

２
０
０
万
円
追
加

・�

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

�

７
８
２
万
５
千
円
減
額

・
25
年
度
消
防
負
担
金
精
算
返
還

�

２
０
３
万
２
千
円
追
加

・�

過
疎
債
（
経
営
林
道
賀
老
線
等

整
備
事
業
）

�

６
９
０
万
円
減
額

歳
出
の
主
な
も
の

・
職
員
等
人
件
費

�

３
４
８
万
７
千
円
追
加

・�

光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
障
移
転
工

事
（
賀
老
地
区
、
歌
島
地
区
）

�

１
９
６
万
６
千
円
追
加

・�

社
会
保
障
、
税
番
号
制
度
対
応

業
務
シ
ス
テ
ム
改
修
負
担
金

�

４
３
６
万
１
千
円
減
額

・�

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
医

療
費
負
担
金

�

７
７
２
万
９
千
円
減
額

・
自
立
支
援
医
療
費

�

２
１
８
万
４
千
円
追
加

・
老
人
福
祉
施
設
措
置
費

�

５
８
４
万
４
千
円
追
加

・
介
護
保
険
会
計
繰
出
金

�

５
５
７
万
３
千
円
減
額

・
経
営
林
道
賀
老
線
等
整
備
工
事

�

９
７
４
万
５
千
円
減
額

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
26
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
50
万
５
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
９
７

２
５
万
９
千
円
と
す
る
も
の
。

歳
入

・
一
般
会
計
繰
入
金

�

50
万
５
千
円
追
加

歳
出
の
主
な
も
の

・
ソ
フ
ト
購
入

�

32
万
４
千
円
追
加

・
シ
ス
テ
ム
改
修
負
担
金

�

13
万
円
追
加

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
26
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
10
万
２
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
２
億

２
９
９
０
万
２
千
円
と
す
る
も
の
。

歳
入

・
一
般
会
計
繰
入
金

�

10
万
２
千
円
追
加

歳
出

・
職
員
人
件
費

�

10
万
２
千
円
追
加

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
26
年
度
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
１
万
９
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
２
９

０
１
万
９
千
円
と
す
る
も
の
。

歳
入
の
主
な
も
の

・
通
所
介
護
費

�

４
３
７
万
３
千
円
追
加

・
一
般
会
計
繰
入
金

補
正
予
算

ツ
ア
ー
対
象
者
は
、
本
州
方
面

の
方
や
ニ
セ
コ
町
周
辺
に
滞
在
す

る
外
国
人
等
を
対
象
に
す
る
と
の

こ
と
で
あ
り
、
今
後
、
北
海
道
新

幹
線
の
乗
り
入
れ
を
見
据
え
、
小

規
模
で
も
事
業
展
開
を
進
め
た
い

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
が
、
事

業
の
展
開
場
所
が
国
有
林
内
と
い

う
こ
と
か
ら
、
昨
今
の
環
境
保
護

優
先
と
い
う
時
代
的
背
景
も
あ
り
、

国
有
林
内
で
の
事
業
展
開
を
短
期

間
の
う
ち
に
実
現
す
る
こ
と
が
相

当
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
今
シ
ー

ズ
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、
雪
上
車

で
賀
老
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
に
乗
り

込
み
、
キ
ャ
ン
プ
場
を
拠
点
と
し

ま
し
て
、
東
狩
場
ま
で
徒
歩
で
ア

プ
ロ
ー
チ
し
、
か
つ
て
ヘ
リ
ス

キ
ー
を
行
っ
て
い
た
際
に
使
用
し

て
い
た
林
間
部
を
滑
降
す
る
事
業

計
画
の
提
示
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
事
業
者
は
昨
年
、
喜
茂
別
町

に
あ
り
ま
す
尻
別
岳
で
も
事
業
を

開
始
し
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

本
村
、
観
光
振
興
の
一
助
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
、
遭
難
事
故
発
生

に
対
し
万
全
な
対
応
を
図
る
よ
う

附
帯
条
件
を
附
し
て
、
村
道
・
林

道
や
キ
ャ
ン
プ
場
の
使
用
を
許
可

し
て
お
り
ま
す
こ
と
、
報
告
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
本
村
で
エ
コ
ツ
ア
ー
を

実
施
す
る
に
当
た
り
、
漁
り
火
温

泉
施
設
の
活
用
な
ど
も
検
討
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、

賃
貸
・
売
買
等
の
具
体
的
な
打
診

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
改
め
て
全
員

協
議
会
等
で
ご
相
談
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
願

い
ま
す
。

去
る
11
月
７
日
、
島
牧
開
発
株

式
会
社
様
よ
り
村
の
振
興
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
、
20
万
円
の
指
定

寄
附
が
あ
り
、
採
納
の
意
に
沿
う

べ
く
地
域
福
祉
基
金
に
積
立
て
る

こ
と
と
し
、
補
正
予
算
に
計
上
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。 寄

附
採
納
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�

５
５
７
万
３
千
円
減
額

歳
出

・�
過
年
度
分
利
用
者
負
担
金
返
還

分�

１
万
９
千
円
追
加

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
26
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
57
万
１
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
２
３

８
２
万
９
千
円
と
す
る
も
の
。

歳
入
の
主
な
も
の

・
普
通
徴
収
保
険
料

�

37
万
円
減
額

・
事
務
費
等
繰
入
金

�

31
万
２
千
円
減
額

歳
出

・
事
務
費
、
保
険
料
等
負
担
金

�

57
万
１
千
円
減
額

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
26
年
度
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
１
６
６
万

４
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

８
１
３
３
万
６
千
円
と
す
る
も
の
。

歳
入

・
一
般
会
計
繰
入
金

�

１
６
６
万
４
千
円
減
額

歳
出

・
職
員
人
件
費

�

１
６
６
万
４
千
円
減
額

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
４
４
５
万

８
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

27
億
３
２
１
７
万
７
千
円
と
す
る

も
の
。

歳
入

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

�

４
４
５
万
８
千
円
追
加

歳
出
の
主
な
も
の

・
臨
時
保
健
師
賃
金

�
50
万
９
千
円
追
加

・
冷
水
地
区
用
水
路
整
備
工
事

�

３
９
２
万
８
千
円
追
加

◎
全
員
賛
成
で
承
認

▼
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
４
１
０
万

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
27
億

３
６
２
７
万
７
千
円
と
す
る
も
の
。

歳
入

・
衆
議
院
議
員
総
選
挙
等
委
託
金

�

４
１
０
万
円
追
加

歳
出

・�

衆
議
院
議
員
総
選
挙
等
執
行
経

費�

４
１
０
万
円
追
加

◎
全
員
賛
成
で
承
認

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公

務
員
給
与
改
正
に
準
じ
、
勤
勉
手

当
の
率
や
給
料
表
を
４
月
１
日
ま

で
遡
及
す
る
な
ど
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

◎
賛
成
多
数
で
原
案
可
決

▼
委
員
会
調
査
報
告

　（
総
務
社
会
常
任
委
員
会
）

　
平
成
26
年
９
月
11
日
、
第
３
回

村
議
会
定
例
会
で
調
査
の
付
託
を

受
け
た
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て
、

中
田
仁
史
委
員
長
が
調
査
結
果
を

報
告
。
調
査
内
容
は
８
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
し
た
。

◎
報
告

▼
委
員
会
調
査
報
告

　（
産
業
建
設
常
任
委
員
会
）

　
平
成
26
年
９
月
11
日
、
第
３
回

村
議
会
定
例
会
で
調
査
の
付
託
を

受
け
た
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て
、

濱
野
勝
男
委
員
長
が
調
査
結
果
を

報
告
。
調
査
内
容
は
９
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
し
た
。

◎
報
告

条
例
改
正

報

告

専
決
処
分

▼
教
育
委
員
会
事
務
の
管
理
及
び

執
行
の
状
況
の
点
検
・
評
価
の

報
告

　
教
育
委
員
会
が
平
成
25
年
度
実

施
し
た
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
地

方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
報
告
。

◎
報
告

▼
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
変
更

　
さ
け
・
ま
す
ふ
化
場
新
築
事
業

費
変
更
に
当
た
り
、
本
計
画
を
変

更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
道
と
の
協

議
が
終
了
し
た
も
の
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
閉
会
中
の
継
続
調
査

　
議
会
運
営
委
員
会
の
所
管
事
務

調
査
に
つ
い
て
、
閉
会
中
の
継
続

調
査
と
す
る
も
の
。

◎
決
定

そ

の

他質問質問
一般一般

　第４回村議会定例会での一般質問の内容と理事者側の

回答をご紹介します。

　今回の質問者は１名で、その全文を掲載しました。
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一 般 質 問
賀
老
地
区
の
湧
水
に
つ
い
て

問
　

賀
老
地
区
に
狩
場
山
の
伏
流
水
が
湧
き
出
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
に
道
路
を
整
備
し
て
観

光
の
一
資
源
と
し
て
活
用
し
て
は
ど
う
か
、
村
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

藤
澤
村
長

ご
質
問
の
湧
水
は
、
千
走
温
泉

か
ら
賀
老
の
滝
に
向
か
う
「
村
道

賀
老
高
原
通
線
」
沿
線
の
民
有
地

内
に
豊
富
に
湧
出
し
て
い
る
箇
所

か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
湧
水

は
、
過
去
に
一
度
調
査
さ
れ
た
経

緯
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
水
量
な
ど

詳
細
が
不
明
な
状
況
で
ご
ざ
い
ま

す
。ご

質
問
の
中
で
、
観
光
資
源
と

し
て
の
活
用
に
つ
い
て
の
ご
提
案

を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本
村
に

は
狩
場
山
山
系
に
降
っ
た
雨
や
雪

を
元
と
す
る
湧
水
が
随
所
に
あ
り
、

元
町
地
区
簡
易
水
道
の
水
源
は
、

正
に
、
狩
場
山
を
源
と
す
る
湧
水

で
あ
り
ま
す
が
、
ご
質
問
の
湧
水

に
つ
き
ま
し
て
も
飲
用
に
適
し
、

ま
た
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ

う
で
あ
れ
ば
、
羊
蹄
周
辺
な
ど
に

ご
ざ
い
ま
す
「
銘
水
」
を
提
供
す

る
施
設
の
よ
う
な
、
観
光
の
一
資

源
と
し
て
活
用
す
る
と
い
う
こ
と

も
期
待
で
き
る
か
と
存
じ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
湧
出
状
況
の

ほ
か
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
方

法
な
ど
周
辺
の
状
況
等
、
趣
旨
に

沿
っ
た
整
備
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

調
査
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
い
か
ん
せ
ん
積
雪
期

を
迎
え
た
事
情
も
あ
り
ま
す
こ
と

か
ら
、
次
年
度
に
現
地
調
査
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

な
お
、
周
辺
土
地
に
つ
き
ま
し

て
は
、
民
有
地
と
聞
い
て
お
り
ま

す
の
で
用
地
処
理
、
ま
た
、
自
然

公
園
内
で
の
開
発
行
為
の
許
可
な

ど
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
も
、
次

年
度
に
併
せ
て
検
討
い
た
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ

ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
田
議
員

島
牧
村
民
の
中
に
は
、
黒
松
内

や
ニ
セ
コ
町
、
京
極
の
湧
水
を
汲

み
に
わ
ざ
わ
ざ
そ
こ
に
行
っ
て
汲

ん
で
き
て
、
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
た

り
、
米
を
炊
い
た
り
し
て
い
る
人

が
結
構
お
り
ま
す
。

島
牧
村
は
水
が
大
変
豊
富
で
、

水
質
も
最
高
だ
と
思
い
ま
す
。

賀
老
の
滝
や
狩
場
山
登
山
の
帰

り
に
、
水
を
汲
ん
で
帰
れ
る
よ
う

に
す
れ
ば
、
島
牧
の
魅
力
の
一
つ
、

観
光
資
源
の
一
つ
に
な
る
と
考
え

ま
す
。

地
権
者
も
道
路
を
つ
け
る
こ
と

に
は
賛
成
し
て
お
り
ま
す
し
、
水

量
も
大
変
す
ご
い
の
で
す
ね
、
な

か
な
か
見
て
い
る
だ
け
で
も
気
持

ち
の
良
く
な
る
よ
う
な
感
じ
で
、

京
極
の
ふ
き
だ
し
公
園
よ
り
も
、

素
晴
ら
し
い
の
で
は
な
い
か
な
と

思
う
の
で
す
。

だ
か
ら
是
非
、
い
ろ
い
ろ
困
難

な
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
け
れ

ど
、
そ
う
い
う
資
源
を
観
光
客
に

見
せ
て
、
島
牧
村
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
是
非
前
向
き
に
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中 田  仁 史 議員

一 般 質 問

特別委員会
決算審査
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　平成25年度の各会計決算は、９月11日開会の第３回村議会定例会において、全議員で構成する

決算審査特別委員会を設置し、これに審査を付託、閉会中の継続審査（後日審査）となっておりました。

　11月25日に再開した決算審査特別委員会では、各会計とも原案のとおり認定すべきものと決定

し、審査結果は第４回村議会定例会において、佐藤清司委員長が報告しました。

■平成25年度 一般会計決算

会　　　計　　　名 平成25年度
決 算 額

平成24年度
決 算 額 増　　減 対 前年度

伸 長 率 備　　　考

一　般　会　計 歳 入 2,469,515 2,496,625 △ 27,110 △ 1.1％
歳 出 2,436,807 2,463,054 △ 26,247 △ 1.1％

特　

別　

会　

計

国民健康
保険事業

歳 入 107,270 94,834 12,436 13.1％
歳 出 106,192 94,590 11,602 12.3％

簡易水道
事 業

歳 入 159,791 96,215 63,576 66.1％
歳 出 159,791 96,215 63,576 66.1％

介護保険
サービス

歳 入 27,113 32,606 △ 5,493 △ 16.8％
歳 出 27,113 32,606 △ 5,493 △ 16.8％

後期高齢
者 医 療

歳 入 22,352 22,401 △ 49 △ 0.2％
歳 出 22,351 22,325 26 0.1％

合併処理
浄 化 槽

歳 入 80,289 100,702 △ 20,413 △ 20.3％
歳 出 80,289 100,702 △ 20,413 △ 20.3％

計 歳 入 396,815 346,758 50,057 14.4％
歳 出 395,736 346,438 49,298 14.2％

合　　計
歳 入 2,866,330 2,843,383 22,947 0.8％ 平成25年度は、

差引 33,787千円の黒字。
歳 出 2,832,543 2,809,492 23,051 0.8％
差 引 33,787 33,891 △ 104 △ 0.3％

（単位：千円）

■
各
会
計
別
決
算
総
括
表

（単位：千円）

総 額
2,436,807

千円千円

総 額
2,469,515

歳 入 歳 出

総務費
904,544
37.1%

民生費
410,812
16.9%

公債費
265,014
10.9%

衛生費
257,150
10.5%

 農林
水産業費
165,722
　　　6.8%

消防費
151,506

　　　　6.2%

土木費　
99,996  4.1%

教育費　94,266  3.9%

地方交付税
1,745,695
70.7％

諸収入
183,632
7.4％

村 債
154,319
　　6.2%

道支出金
107,776  4.4%

村 税
104,787  4.2%

国庫支出金　70,686  2.9%

その他　102,620  4.2%

商工費　41,101  1.7% 議会費　32,334  1.3%

災害復旧費　14,362  0.6%
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務調査
委員会レポート

▶�

公
営
住
宅
実
態
の
説
明
を
現
地
で

受
け
る

▶�

入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
浴
槽
を
調
査

総

務

社

会

常
任
委
員
会

委 員 長　中田　仁史
副委員長　佐藤　清司
委 員　坂下　初雄
委 員　髙島　紀彦
委 員　瀬戸川　豊
委 員　長尾　文裕

第
３
回
村
議
会
定
例
会（
９

月
11
日
招
集
）に
お
い
て
、
閉

会
中
の
継
続
調
査
と
し
た
総
務

社
会
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調

査
は
、
11
月
27
日
、
村
、
教
育

委
員
会
及
び
学
校
か
ら
担
当
者

が
出
席
し
、
現
地
等
に
お
い
て

説
明
を
受
け
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
調
査
し
た
項
目
と
結
果
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
調
査
結
果
は
12
月
11

日
招
集
の
第
４
回
村
議
会
定
例

会
に
お
い
て
中
田
仁
史
委
員
長

が
報
告
し
ま
し
た
。

小
学
校
の
運
営

今
年
度
か
ら
複
式
学
級
の
解
消

で
教
師
を
配
置
し
て
い
る
が
、
今

後
も
児
童
数
の
減
少
が
予
想
さ
れ
、

複
式
学
級
の
賛
否
は
あ
る
が
保
護

者
に
お
い
て
も
抵
抗
感
が
あ
る
の

で
、
引
き
続
き
解
消
に
向
け
た
対

策
は
継
続
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
災
害
時
の
緊
急
的
な
も

の
と
し
て
、
裏
山
に
設
置
し
た
避

難
路
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
維
持

管
理
に
十
分
配
慮
さ
れ
た
い
。

中
学
校
の
運
営

概
ね
良
好
に
運
営
さ
れ
て
お
り
、

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結

果
も
全
国
平
均
よ
り
上
回
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
を
維
持
し
、
更
に
伸

ば
す
よ
う
こ
れ
か
ら
も
指
導
さ
れ

た
い
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
進
捗

状
況浄

化
槽
設
置
基
数
は
、
概
ね
目

標
に
近
い
達
成
率
と
な
っ
て
い
る

が
、
更
に
普
及
率
を
高
め
る
よ
う

努
力
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
経
費
の
削
減
と
工
期
の

短
縮
の
た
め
、
浄
化
槽
設
置
業
者

と
排
水
設
備
業
者
の
連
携
を
図
る

よ
う
指
導
さ
れ
た
い
。

公
共
施
設
（
公
営
住
宅
）
の

実
態公

営
住
宅
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

元
町
地
区
を
含
め
設
備
等
が
時
代

に
合
わ
な
い
老
朽
化
の
住
宅
が
見

受
け
ら
れ
、
計
画
的
に
建
替
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
早
急
に

整
備
計
画
を
作
成
さ
れ
た
い
。

総
合
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー

の
運
営

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
門
に
お

け
る
入
浴
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

利
用
者
の
中
に
車
イ
ス
で
入
浴
で

き
る
よ
う
要
望
が
あ
る
の
で
、
浴

槽
の
改
修
に
つ
い
て
早
急
に
検
討

さ
れ
た
い
。

▶�

小
学
校
で
授
業
を
参
観
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村
道
、
林
道
及
び
河
川
の

現
況

⑴
村
道
泊
川
通
線
は
、
河
川
敷
地

内
の
２
箇
所
で
落
石
等
が
あ
る
た

め
、
通
行
止
め
の
措
置
が
さ
れ
て

い
る
が
、
民
有
地
管
理
の
点
か
ら

作
業
道
に
で
も
復
旧
で
き
る
よ
う
、

河
川
管
理
者
の
北
海
道
へ
早
急
に

要
望
さ
れ
た
い
。

⑵
村
道
賀
老
高
原
通
線
は
、
賀
老

橋
の
橋
げ
た
付
近
が
洗
掘
さ
れ
た

た
め
に
陥
没
箇
所
が
認
め
ら
れ
、

近
く
に
崩
落
箇
所
も
あ
る
こ
と
か

ら
通
行
止
め
の
措
置
が
さ
れ
て
い

る
。

　
し
か
し
、
賀
老
高
原
で
の
行
方

不
明
者
捜
索
時
に
は
使
用
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
も
あ
る
た
め
、
有

事
の
際
に
使
用
で
き
る
程
度
の
補

修
を
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
補
修
後

も
完
全
な
復
旧
で
は
な
い
の
で
、

通
行
止
め
の
解
除
は
し
な
い
よ
う

に
さ
れ
た
い
。

⑶
村
道
賀
老
高
台
通
線
沿
い
で
の

遭
難
事
故
発
生
時
の
捜
索
に
は
、

根
曲
が
り
竹
が
込
み
合
っ
て
行
く

手
を
阻
む
地
域
で
あ
る
た
め
、
村

道
か
ら
千
走
川
方
向
に
周
回
で
き

る
幅
員
１
～
１
．
５
ｍ
の
笹
刈
り

を
し
、
有
事
の
際
に
は
使
用
可
能

な
作
業
路
と
し
て
整
備
さ
れ
た
い
。

監
視
カ
メ
ラ
設
置
事
業

　
監
視
カ
メ
ラ
設
置
事
業
は
、
２

年
間
の
継
続
事
業
で
整
備
終
了
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
維
持
管
理

に
つ
い
て
は
万
全
を
期
さ
れ
た
い
。

産
業
振
興
全
般

　
さ
け
・
ま
す
ふ
化
場
新
築
工
事

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
現
地
を
視

察
し
た
が
、
周
辺
の
環
境
整
備
は

早
急
な
対
応
に
努
め
ら
れ
た
い
。

委員会レポート

▶�

監
視
カ
メ
ラ
を
モ
ニ
タ
ー
で
確
認

▶�

さ
け
・
ま
す
ふ
化
場
新
築
工
事
現

場
で
説
明
を
受
け
る

▶�

村
道
泊
川
通
線
の
現
状

第
３
回
村
議
会
定
例
会（
９

月
11
日
招
集
）に
お
い
て
、
閉

会
中
の
継
続
調
査
と
し
た
産
業

建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調

査
は
、
10
月
16
日
、
村
か
ら
担

当
者
が
出
席
し
、
説
明
を
受
け

現
地
等
に
お
い
て
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
調
査
し
た
項
目
と
結

果
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
調
査
結
果
は
12
月
11

日
招
集
の
第
４
回
村
議
会
定
例

会
に
お
い
て
濱
野
勝
男
委
員
長

が
報
告
し
ま
し
た
。

常任委員会
産

業

建

設

常
任
委
員
会

委 員 長　濱野　勝男
副委員長　瀬戸川　豊
委　　員　坂下　初雄
委　　員　髙島　紀彦
委　　員　後藤　　諭
委　　員　佐藤　清司

所管事
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■
議
会
広
報
「
か
り

ば
1
５
０
号
」
を
お

届
け
し
ま
す
。

　

本
号
で
は
、
第
４

回
定
例
会
の
審
議
内

容
、
一
般
質
問
を
中

心
に
編
集
し
ま
し

た
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ

て
、
村
の
方
針
や
議

会
活
動
に
ご
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

集
後編
記

議 会 日 誌
平成26年10月から12月

［１０月］
　　７日　地域経済活性化対策に関する調査特別委員会視察（小樽市ほか）
　１４日　例月出納検査
　１５日　北海道防災総合訓練（長尾議長ほか）
　１６日　産業建設常任委員会所管事務調査
　１８日　保育所発表会（坂下議員）
　２１日　南部後志町村議会正副議長会中央要望運動（東京都　長尾議長ほか）
　２５日　自由民主党北海道政経セミナー（札幌市　長尾議長）　
　２７日　後志町村議会議長会議長研修会（札幌市　長尾議長）
　３１日　岩内・寿都地方消防組合議会定例会（岩内町　髙島議員）
　

［１１月］
　　４日　村功労者表彰式（長尾議長ほか）
　　６日　監査委員研修会（札幌市　瀬戸川議員）
　　９日　小学校学芸会（佐藤議員）
　１０日　例月出納検査
　１１日　後志町村議会議長会中央要望運動（東京都　長尾議長）
　１２日　町村議会議長全国大会（東京都　長尾議長）
　２３日　中村裕之後援会事務所開き（余市町　長尾議長）
　２５日　決算審査特別委員会
　　　　　全員協議会
　２６日　後志広域連合議会定例会（倶知安町　長尾議長）
　２７日　総務社会常任委員会所管事務調査

［１２月］
　　４日　議会運営委員会
　　　　　中村ひろゆき岩宇・南後志総決起大会（岩内町　長尾議長）
　１１日　第４回村議会定例会
　　　　　地域経済活性化対策に関する調査特別委員会
　　　　　全員協議会
　１５日　例月出納検査
　２５日　岩内・寿都地方消防組合議会臨時会（岩内町　髙島議員）
　２６日　南部後志環境衛生組合議会定例会（黒松内町　後藤議員）

▲小学校の全校合唱　
　－11月15日　ふるさと演芸会－

10議会広報　かりば　150号






